
自然、経済、教育、エネルギー、文化の
課題を解決するための結節点をつくる
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広島県山県郡北広島町

広島県北広島町

北広島市�

　面積：119.05	km2�

　標高：〜492.9	m（島松山）�
　人口：57,566	人

北広島町�

　面積：646	km2（広島県の7.6％）�
　標高：200	m〜1,223	m�
　人口：17,812	人

芸北地域�

　253	km2�
　420	m〜�
　1,990	人



条例・資料の整備状況

町内の全生物データ レッドデータブック生物多様性保全条例 
（生物多様性戦略）



北広島町の生物多様性施策
2010 年 3月 「北広島町生物多様性の保全に関する条例」制定

2013年２月 『生物多様性きたひろ戦略』を策定

2020年 7月～ 戦略の見直し、および推進体制の整備

2010年 4月
・霧ヶ谷湿原の木道が開通

2010 年 10月
・生物多様性条約第 10回締約国会議
　（CBD COP10）が名古屋で開催

2010 年 9月　
・環境省主催「湿原再生シンポジウム」

2011 年 11月　
・雲月山野生生物保護区を指定

2012 年３月　
・『北広島町レッドデータブック 2012』
　を発行

2013 年　
・自然学術調査報告『北広島町の自然』
　を戦略の「資料編」として発行

●関連する事項●戦略策定まで

●戦略の展開

生物多様性審議会に町長が諮問 2010 年 6月

条例解説冊子の配布 2010 年 7月、2011 年 2月

条例について解説したポスターの発行 2011 年 2月

パブリックコメントの募集 2012 年 12月～2013 年１月

生物多様性審議会から町長に中間答申 2012 年 2月

生物多様性審議会から町長に答申 2013 年２月

生物多様性キャラバンの開始 2010 年 7月

2017 年
・木質バイオマス資源を活用した再エネ
　導入計画策定事業実施

2020 年 2月
・薪活を推進するために地域おこし
　協力隊 1名を採用

生物多様性戦略「薪活編」について検討 2016 年 11月

「八幡湿原群野生生物保護区」を指定 2020 年 8月

・外来種に関する情報の収集等（条例第 32条）
・人材の育成（条例第 43条）
・生物多様性保全巡視員（団体）の認定（条例第 45条）
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「博物館」と「フィールドミュージアム」

博物館 フィールドミュージアム

資料の収集

資料の保管

資料の研究

資料の展示・公開

地域に関する情報の収集

地域の保全

地域の研究

地域の展示・公開



芸北茅プロジェクト

せどやま事業からのスピンオフ

🏆2017	さとやま未来大賞2017	in	ひろしま『未来のたね賞』



利用されている草原 利用されていない草原

屋根材しき草
山菜

遊び

薬草

堆肥

様々なめぐみ 手間とお金

見た目が悪い 
いきものが絶滅するかも 
自然のめぐみが受けられない

作業 おかね

飼料



茅金市場

事業の全体像

GEIHOKU STORE

茅

野生生物

貨幣経済

文化

草原生物の保護 
草原景観の保全 
獣害抑止 地域経済の活性化

茅葺き建築の保存 
技術の伝承 
村落景観の保存

多面的機能の発揮

過疎地の再生

文化の継承

茅

有効期限



茅金市場の成果

2015 2016 2017 2018 2019 2020

集まった茅 100 200 234 400 793 604

持ってきた人 5人 6人 9人 8人 10人 14人

売り上げ 250,000 589,900 44,000 300,000 332,000 販売中

現在の学年 大2 大1 高3 高2 高1 中3



まとめ：行政にできること

消費地や教育機関など多様な団体との「媒介」�

活動から生じる生態系サービスの「見える化」�

法令による保護区や制度整備など「後ろ盾」�

施設への設備投資などによる「需要創出」�

「ゴール」「役割」「守備範囲」を	

生物多様性地域戦略に明示する





Thank	you

雲月山活性化協議会�

特定非営利活動法人西中国山地自然史研究会�

北広島町立芸北中学校




